
隅
々
ま
で
こ
だ
わ
っ
て
生
み
出
し
た
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
級
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
住
宅
だ
。

「
当
社
が
蓄
積
し
て
き
た
経
験
と
技
術
を

生
か
し
、
一
軒
一
軒
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
し

た
家
。
素
材
の
コ
ス
ト
と
品
質
の
バ
ラ
ン

ス
に
こ
だ
わ
り
、
耐
震
断
熱
な
ど
に
優
れ

た
高
性
能
住
宅
で
も
あ
り
ま
す
」
と
胸
を

張
る
平
儀
野
健
一
社
長
。
建
物
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
庭
・
外
構
な
ど
細
部
ま
で
工

夫
を
凝
ら
し
た
設
え
は
、
高
い
人
気
を
誇

り
、
着
工
数
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　
快
適
な
暮
ら
し
に
は
、
家
だ
け
で
な
く

周
辺
環
境
も
大
き
な
影
響
を
持
つ
。
不
動

産
事
業
に
も
力
を
入
れ
、
ス
ー
パ
ー
や
教

育
・
医
療
機
関
な
ど
に
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、

安
心
で
き
る
土
地
を
提
案
。
20
区
画
未
満

の
小
規
模
宅
地
造
成
か
ら
1
0
0
区
画
以

上
の
大
型
タ
ウ
ン
ま
で
、
理
想
的
な
暮
ら

し
が
で
き
る
“
街
”
を
デ
ザ
イ
ン
で
き
る

の
も
、
会
社
の
大
き
な
強
み
だ
。
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
や
福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
大
規

模
建
設
も
数
多
く
実
現
し
て
お
り
、「
住
」

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
て
い
る
。

　
創
業
か
ら
40
年
を
超
え
た
2
0
2
0
年
、

地
域
へ
の
恩
返
し
の
思
い
を
込
め
て
松
江

市
内
に
学
童
保
育
併
設
型
の
認
可
保
育
所

を
設
置
し
た
。
平
儀
野
社
長
は
、「
地
域

の
よ
り
良
い
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

が
私
た
ち
の
理
念
。
今
後
も
『
い
い
家
　

ひ
と
筋
』
に
情
熱
を
注
い
で
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
る
。

　
多
く
の
人
が
人
生
の
半
分
以
上
を
過
ご

す
と
言
わ
れ
る
場
所
―
そ
れ
が「
家
」。

た
だ
、
家
族
の
在
り
方
や
過
ご
し
方
は
人

そ
れ
ぞ
れ
、
家
族
に
よ
っ
て
も
時
代
に

よ
っ
て
も
違
う
。《
株
式
会
社
ひ
ら
ぎ
の
》

は
、
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
そ
れ
ぞ
れ
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
特
別
な
空
間
を
創
出
。

「
い
い
家 

ひ
と
筋
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
下
、
一
人
一
人
の
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
か
け
が
え
の
な
い
家
づ
く
り
に
挑

戦
し
続
け
て
い
る
。

　
山
陰
地
域
で
2
5
7
8
棟
の
施
工
実
績

を
誇
る
《
ひ
ら
ぎ
の
》。
目
指
す
の
は
、

家
づ
く
り
だ
け
で
な
く
、
快
適
な
暮
ら
し

の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
だ
。
プ
ロ
の

実
力
集
団
が
顧
客
の
想
い
を
チ
ー
ム
で
形

に
仕
上
げ
て
い
く「
注
文
住
宅
」、
土
地
や

街
並
み
に
あ
っ
た
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ
ふ
れ
る
空
間
を
創
造
す
る

「
分
譲
住
宅
」、
利
便
性
が
高
く
、
快
適
な

住
環
境
を
提
供
す
る「
分
譲
宅
地
」、
新
た

な
価
値
を
プ
ラ
ス
し
て
、
暮
ら
し
を
グ

レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
る「
リ
フ
ォ
ー
ム
」、

自
然
と
共
生
し
た
街
を
デ
ザ
イ
ン
す
る「
企

画
」
―
の
5
事
業
を
柱
に
、
顧
客
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
住
環
境
を
創
り
出
し
て
い
る
。

　
近
年
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
分

譲
住
宅
ブ
ラ
ン
ド
「
L
i
s
v
o
」。
専

属
の
設
計
士
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
豊
か
な

ハ
イ
グ
レ
ー
ド
分
譲
住
宅

株式会社 ひらぎの
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株式会社 ひらぎの

「いい家 ひと筋」に
暮らしをトータルプロデュース
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株式会社 ひらぎの

職場全体で
資格取得支援
社員のスキルアップを支
援するため、建築士やイ
ンテリアコーディネータ
ー、宅地建物取引士な
ど業務に大きく関わる資
格に関しては、合格時に
最大50万円もの奨励金
を支給。試験前には休
暇を取ることもできるな
ど、挑戦しやすい職場
環境が整えられている。

育児支援で
仕事と両立
育児休業は、子どもが2
歳になるまで取得でき
る。法定より一年長く、
複数回取得しながら継
続して働く社員も少なく
ない。また、子どもが病
気やけがの際の看護休
暇は、子が2人以上の場
合は年間14日間取得で
き、共働き世帯が多い
中、男性社員の取得も
増えている。

地域貢献で
保育園を開設
地域貢献の一環として、
ひらぎのが100%出資で
造ったのが、《ひらぎの
保育園株式会社》。地域
住民に開かれた認可保
育所で、小学6年生まで
を対象とした学童保育も
行っている。ゆとりある
スタッフ数や英語リトミ
ックの実施などで、地元
でも人気の園だ。

採用担当者からあなたへ

事業内容

経営企画室
岩﨑 真理さん

注文住宅、分譲住宅、リフォーム（増改築）、マン
ション・アパート、サービス付高齢者向け住宅、公
共工事（建築、土木）、土木工事（宅地造成工事
等）、エクステリア（外構工事）、分譲宅地、土地
買取り、中古住宅販売、住宅買取り、仲介業務、
建物の有効活用に関する企画、調査、設計

株式会社 ひらぎの

「いい家 ひと筋」をモットー
にお客様に満足していただ
ける家づくりを目指し、2027
年に50周年を迎えます。若
い社員もベテラン社員も創
業当時と変わらぬ思いでお
客様に対応させていいた
だいています。このような仲
間と一緒に仕事をしません
か？

公式サイトは
こちら

求人サイトは
こちら

0852-24-3882

keieikikaku@hiragino.com

採用直通 TEL

採用直通 E-mail

資料請求・お問い合わせ先

創　業　昭和52（1977）年1月1日
代表者　代表取締役社長　平儀野 健一
社員数　85名（男42名　女43名）
本　社　島根県松江市学園1-16-6	
電　話　0852-24-3882

松江市、出雲市、米子市、鳥取市

　「多くの人にとって家は一生に一度の買い物。

売って終わりではなく、引き渡しの時がお客様との

本当のお付き合いのスタートだと考えています」。

定期的に施主宅を訪ね、引き渡し後も時にはプライ

ベートで交流することもあるという。「アフターフォ

ローの意味もありますが、お客様の顔を見ると、私

自身元気をいただくことも多いんです。お子さまが

大きくなったりしてご家族の変化を目の当たりにで

きるのもうれしいです」。顧客と築いた強い信頼関

係は実績にもつながっており、現在は多くの紹介が

あるという。 

　昨年支店長に昇進した。トップ営業パーソンとし

て奮闘しつつ、13人のスタッフがそれぞれ能力を発

揮できるようマネジメントにも注力している。

　23歳の時に、自宅を新築した時の感動がきっか

けで、住宅営業を選んだ中田さん。「想像以上の喜

びを他の人にも伝えたいというのが原動力になって

います」。家を建てるということは、家族の暮らしを

つくり、人生に寄り添うことにもつながる。「ゼロか

ら一緒に家を造り上げてきたお客様と、スタッフ一

丸となって長くお付き合いさせていただく。営業職

として一番の喜びです」

　担任しているのは、まだ言葉を話せない0歳児。

意思の疎通が難しい中、保育士には一人一人の個

性や性格を見極めながら対応していくことが求めら

れる。「泣き声や指差し、表情などから意思を読み

取るのは本当に難しい。お友達同士でのぶつかり合

いをどう仲立ちするかという点も日々考えさせられ

ています」と板持さん。一方で、目覚ましい成長を

見せるのも0歳児の特徴。「昨日はできなかったこと

ができるようになるなど、毎日が新しい発見に出合

えるのは何より楽しいです」

　元々、年が離れた従兄妹や近所の子どもらの面

倒を見るのが好きで、中学生の時の職場体験でも

地元の保育園へ。「わずかなすき間時間でも、手遊

びをするなどして子どもたちを楽しませている保育

士さんがとても格好良くて、あこがれました」。小

さい時はピアノ、中学高校では吹奏楽部でクラリ

ネットを演奏していた板持さんにとって、リトミック

を取り入れた当園の保育に関心を持ち、勤め先に

選んだ。

　「受け持っている子どもたちが話せるようになった

時、帰り際に『また来たい』と言ってくれるような

場所でありたいです」

　12年前、第一子出産時に一度退職。「育児と仕

事を両立できるか不安だったし、当時は結婚や出産

を機に退職する人が多かったんです」。しかし、そ

の後、働きたい気持ちが高まり、一年後に再就職し

た。第二・三子の出産時には育児休業を取得し、

大好きな設計の仕事を続けてきた。「第三子はまだ

保育園児。帰宅後はハードな時間が押し寄せます

が、私にとっては仕事をしている方がメリハリがあっ

て合っているみたいです」と笑う。

　プランアシスタントなどを経て、現在は分譲住宅

の図面を担当。設計士やインテリアコーディネー

ターと打ち合わせを行ったのち、設計士のラフをも

とにCADで図面を作っていく。平面図や立面図に

加え、各部屋の展開図にパースと、多い時には一

軒の家で十数枚に及ぶことも。「描くのが好きなん

でしょうね。長時間パソコンに向かっていても苦じゃ

ないし、手がけた図面が実際に建物として形になる

のはうれしいですね」

　課内ではチューターとして後輩の育成にも力を入

れている。「私の意見を押し付けず、本人の意志を

大切にしています」。母親経験が職場でも生かされ

ている。

本社設計部 分譲住宅課
西尾 知佳さん（39）

2012年入社

米子支店 支店長
中田 斗史輝さん（29）

2018年入社

ひらぎの保育園 保育士
板持 優花さん（21）

2023年入社

お客様と一緒にゼロから家を造り上げる

設計と子育ての両立でメリハリある毎日

子どもたちの成長を間近で見られる喜び

採用エリア（勤務地） 

190191


